
 
 
 
 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：37 (ページ中段) 

誤 

 

 

 

表５．２－１（１） 各建屋の浸水高さ（津波高さ T.P.7.0 ｍ，津波周期 30 分）

エリア 
建屋内浸水高さ

[m] 

建屋内浸水高さ

T.P. [m] 
浸水影響範囲 

① 原子炉建屋 

インナー 
0.1 未満 -32.5 地下５階 

② 原子炉建屋 

アウター 
0.1 -32.4 地下５階 

③ タービン建屋 

インナー 
0.1 -16.6 地下トレンチ 

④ タービン建屋 

アウター 
0.2 -14.1 地下２階 

⑤ 海水機器建屋 2.5 -14.1 地下トレンチ 

⑥ 通路 0.1 未満 5.3 １階 

 

正 

 

 

 

表５．２－１（１） 各建屋の浸水高さ（津波高さ T.P.7.0 ｍ，津波周期 30 分）

エリア 
建屋内浸水高さ

[m] 

建屋内浸水高さ

T.P. [m] 
浸水影響範囲 

① 原子炉建屋 

インナー 
0.1 未満 -32.5 地下５階 

② 原子炉建屋 

アウター 
0.1 -32.4 地下５階 

③ タービン建屋 

インナー 
0.2 -16.5 地下トレンチ 

④ タービン建屋 

アウター 
0.1 -14.2 地下２階 

⑤ 海水機器建屋 2.4 -14.2 地下トレンチ 

⑥ 通路 0.1 未満 5.3 １階 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所１号機における安全性に関する総合評価（一次評価）の 
結果について（報告）に係る正誤表 

表中に赤色で示した箇所が誤りを修正した箇所，緑色で示した箇所がより良い表現に適正化した箇所を示す。
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：38 (ページ上段) 

誤 

 

 

 
表５．２－１（２） 各建屋の浸水高さ（津波高さ T.P.15.0 ｍ，津波周期 30 分） 

エリア 
建屋内浸水高さ

[m] 

建屋内浸水高さ

T.P. [m] 
浸水影響範囲 

① 原子炉建屋 

インナー 
0.1 未満 -32.5 地下５階 

② 原子炉建屋 

アウター 
0.3 -32.2 地下５階 

③ タービン建屋 

インナー 
2.9 -13.8 地下トレンチ～地下２階 

④ タービン建屋 

アウター 
29.6 15.0

地下２階～１階 

（建屋内冠水） 

⑤ 海水機器建屋 31.6 15.0
地下トレンチ～１階 

（建屋内冠水） 

⑥ 通路 0.4 5.7 １階 

 

 

正 

 

 

 

表５．２－１（２） 各建屋の浸水高さ（津波高さ T.P.15.0 ｍ，津波周期 30 分） 

エリア 
建屋内浸水高さ

[m] 

建屋内浸水高さ

T.P. [m] 
浸水影響範囲 

① 原子炉建屋 

インナー 
0.1 未満 -32.5 地下５階 

② 原子炉建屋 

アウター 
0.2 -32.3 地下５階 

③ タービン建屋 

インナー 
3.2 -13.5 地下トレンチ～地下２階 

④ タービン建屋 

アウター 
29.3 15.0

地下２階～１階 

（建屋内冠水） 

⑤ 海水機器建屋 31.6 15.0
地下トレンチ～１階 

（建屋内冠水） 

⑥ 通路 0.6 5.9 １階 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：63 (ページ下段) 

誤 

 
 

＜注水機能に係る防護措置＞ 
表５．４－１（１） 原子炉への注水機能 

対象設備 区分 
原子炉隔離時冷却系 （ア） 
低圧炉心スプレイ系（※1） （ア） 

残留熱除去系（※1） （ア） 

ほう酸水注入ポンプ （ア・ウ） 
復水移送ポンプ （イ） 
D/DFP （イ） 

注水設備 

消防車 （ウ） 

直流電源（蓄電池） （ア） 制御・駆動電源 
電源車 （ウ） 
軽油タンク （ウ）（※3） 燃料（軽油） 
地下軽油タンク（※2） （エ） 
復水貯蔵槽 
（非常用復水貯蔵槽を含む） 

（ア） 

純水タンク （ア） 
ろ過水タンク （イ） 
海水 （ウ） 

水源 

淡水貯水池（※2） （エ）  

正 

 
 
 

＜注水機能に係る防護措置＞ 
表５．４－１（１） 原子炉への注水機能 

対象設備 区分 
原子炉隔離時冷却系 （ア） 
低圧炉心スプレイ系（※1） （ア） 

残留熱除去系（※1） （ア・エ） 

ほう酸水注入ポンプ （ア・ウ） 
復水移送ポンプ （イ） 
D/DFP （イ） 

注水設備 

消防車 （ウ） 

直流電源（蓄電池） （ア） 制御・駆動電源 
電源車 （ウ） 
軽油タンク （ウ）（※3） 燃料（軽油） 
地下軽油タンク（※2） （エ） 
復水貯蔵槽 
（非常用復水貯蔵槽を含む） 

（ア） 

純水タンク （ア） 
ろ過水タンク （イ） 
海水 （ウ） 

水源 

淡水貯水池（※2） （エ）  
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：64 (ページ上段) 

誤 

 
 

表５．４－１（２） SFP への注水機能 
対象設備 区分 

燃料プール補給水系 （ア） 
復水移送ポンプ （ア・ウ） 
D/DFP （ウ） 
消防車 （ウ） 

注水設備 

残留熱除去系（※1） （エ） 

制御・駆動電源 電源車 （ウ） 
軽油タンク （ウ）（※3） 燃料（軽油） 
地下軽油タンク（※2） （エ） 
復水貯蔵槽 
（非常用復水貯蔵槽を含む） 

（ア） 

純水タンク （ア） 
ろ過水タンク （ウ） 
海水 （ウ） 

水源 

淡水貯水池（※2） （エ） 
 

正 

 
 

表５．４－１（２） SFP への注水機能 
対象設備 区分 

燃料プール補給水系 （ア） 
復水移送ポンプ （ア・ウ） 
D/DFP （ウ） 
消防車 （ウ） 

注水設備 

残留熱除去系（※1） （ア・エ） 

制御・駆動電源 電源車 （ウ） 
軽油タンク （ウ）（※3） 燃料（軽油） 
地下軽油タンク（※2） （エ） 
復水貯蔵槽 
（非常用復水貯蔵槽を含む） 

（ア） 

純水タンク （ア） 
ろ過水タンク （ウ） 
海水 （ウ） 

水源 

淡水貯水池（※2） （エ） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：64 (ページ下段) 

誤 

 
 
 

＜除熱機能に係る防護措置＞ 

    表５．４－３ 原子炉及び SFP の除熱機能 

（緊急用メタクラを介しての外部電源利用可能な場合） 

対象設備 区分 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） （ア） 

燃料プール冷却浄化系（SFP 除熱） （ア） 

除熱設備 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） 

（代替海水熱交換器設備使用） 
（エ） 

制御・駆動電源 電源車（代替海水熱交換器設備用） （エ） 
軽油タンク （ウ）（※2）燃料（軽油） 
地下軽油タンク（※1） （エ） 

※1 地下軽油タンクについては H24 年度設置予定 

※2 軽油タンクは，基本設計段階で採用している設備（区分（ア））であるが， 
電源車（区分（ウ））への燃料として区分（ウ）とした。 

正 

 
 
 

＜除熱機能に係る防護措置＞ 

    表５．４－３ 原子炉及び SFP の除熱機能 

（緊急用メタクラを介しての外部電源利用可能な場合） 

対象設備 区分 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） （ア） 

燃料プール冷却浄化系（SFP 除熱） （ア） 

除熱設備 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） 

（代替海水熱交換器設備使用） 
（エ） 

制御・駆動電源 電源車 （ウ） 
軽油タンク （ウ）（※2）燃料（軽油） 
地下軽油タンク（※1） （エ） 

※1 地下軽油タンクについては H24 年度設置予定 

※2 軽油タンクは，基本設計段階で採用している設備（区分（ア））であるが， 
電源車（区分（ウ））への燃料（軽油）供給源として区分（ウ）とした。 

 
※ 前回の報告書誤り再確認結果報告（平成 24 年 2 月 1 日）において，表中の軽油タンク区分，注記※2 中の電

源車及び軽油タンク区分を（エ）に修正を行っているが，今回，電源車（代替海水熱交換器設備用）区分の見

直しに伴い，当初の（ウ）に再修正実施。 

記載の適正化を実施 
(補足表現の追加) 

欄外注釈（※）参照
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：66 (図の左側) 

誤 

 

 

 

正 

 

 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

図５．４－１ 原子炉運転中の注水機能継続時間評価 

項目 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
①
①＋②
①＋②＋④
①＋②＋③
①＋②＋③＋④

淡水
継続時間

淡水・海水
継続時間

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能

③海水 （ウ）

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

←７日

←７日

約５．６日
約１２日

約１９日

約１．９日

約１２日

（ア） 

(イ・ウ) 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

図５．４－１ 原子炉運転中の注水機能継続評価 

項目 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
①
①＋②
①＋②＋④
①＋②＋③
①＋②＋③＋④

淡水
継続時間

淡水・海水
継続時間

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能

③海水 （ウ）

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

←７日

←７日

約５．６日
約１２日

約１９日

約１．９日

約１２日

記載の適正化を実施 
(補足表現の追加) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：70 (ページ上段図の左側) 

誤 

 

 

正 

 

約１２日 
※１ 消防車は約 94 日まで運転可能 

約１９日 
安全性向上策後 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

※３ 地下軽油タンク等更なる安全性向上策を 

考慮すると約 96 日 

※２ 約 72 時間への延長を準備中 

図５．４－５ クリフエッジの特定（原子炉運転中） 

機能 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 …

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
⑤直流電源（蓄電池） （ア）
⑥電源車（軽油タンク） （ウ）

電源機能

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能
③海水
（消防車を使用）

（ウ）

←約３８時間（実力値）※２
↓約９４日※３

←７日※１

←７日※１

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

（ア） 

(イ・ウ) 

記載の適正化 

（）の削除 

約１２日 
※１ 消防車は約 94 日まで運転可能 

約１９日 
（安全性向上策後） 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

※３ 地下軽油タンク等更なる安全性向上策を 

考慮すると約 96 日 

※２ 約 72 時間への延長を準備中 

図５．４－５ クリフエッジの特定（原子炉運転中） 

機能 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 …

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
⑤直流電源（蓄電池） （ア）
⑥電源車（軽油タンク） （ウ）

電源機能

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能
③海水
（消防車を使用）

（ウ）

←約３８時間（実力値）※２
↓約９４日※３

←７日※１

←７日※１

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：72 (ページ上段図の左側) 

誤 

 

 

正 

 

約９時間 
緊急安全対策前 

約１９日 
安全性向上策後 

約１２日 
緊急安全対策後 

※１ 約 72 時間への延長を準備中 

※３ ②は水源としては，（ア）～（ウ）の区分であるが，全号機 

   同時全交流電源喪失時は注水手段が無かったことから継続 

   時間評価には含まない 

※２ 地下軽油タンク等更なる安全性向上策を考慮すると約 96 日 

機能 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 …

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
⑤直流電源（蓄電池） （ア）
⑥電源車（軽油タンク） （ウ）

電源機能

継続時間
緊急安全対策前（①＋⑤）

※３

緊急安全対策後（①～③＋⑤＋⑥）
安全性向上策後（①～⑥）

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能

③海水 （ウ）
←７日

約１２日
約１９日

約９時間

↓約９４日※２←約３８時間（実力値）※１

←７日

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

（ア） 

(イ・ウ) 

約９時間 
緊急安全対策前 

約１９日 
安全性向上策後 

約１２日 
緊急安全対策後 

※１ 約 72 時間への延長を準備中 

※３ ②は水源としては，（ア）又は（イ）の区分であるが，全号機 

   同時全交流電源喪失時は注水手段が無かったことから継続 

   時間評価には含まない 

※２ 地下軽油タンク等更なる安全性向上策を考慮すると約 96 日 

機能 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 …

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
⑤直流電源（蓄電池） （ア）
⑥電源車（軽油タンク） （ウ）

電源機能

継続時間
緊急安全対策前（①＋⑤）

※３

緊急安全対策後（①～③＋⑤＋⑥）
安全性向上策後（①～⑥）

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能

③海水 （ウ）
←７日

約１２日
約１９日

約９時間

↓約９４日※２←約３８時間（実力値）※１

←７日

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

記載の適正化を実施 
(フォント色変更) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：79 (ページ中段) 

誤 

 

 

 

＜除熱機能に係る防護措置＞ 

    表５．５－１ 原子炉及び SFP の除熱機能 

対象設備 区分 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） （ア） 

燃料プール冷却浄化系（SFP 除熱） （ア） 

除熱設備 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） 

（代替海水熱交換器設備使用） 
（エ） 

制御・駆動電源 電源車（代替海水熱交換器設備用） （エ） 

軽油タンク （ウ）（※2）燃料（軽油） 

地下軽油タンク（※1） （エ） 

※1 地下軽油タンクについては H24 年度設置予定 

※2 軽油タンクは，基本設計段階で採用している設備（区分（ア））であるが， 

電源車（区分（ウ））への燃料として区分（ウ）とした。 

 

正 

 

 

＜除熱機能に係る防護措置＞ 

    表５．５－１ 原子炉及び SFP の除熱機能 

対象設備 区分 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） （ア） 

燃料プール冷却浄化系（SFP 除熱） （ア） 

除熱設備 

残留熱除去系（原子炉・SFP 除熱） 

（代替海水熱交換器設備使用） 
（エ） 

制御・駆動電源 電源車 （ウ） 

軽油タンク （ウ）（※2）燃料（軽油） 

地下軽油タンク（※1） （エ） 

※1 地下軽油タンクについては H24 年度設置予定 

※2 軽油タンクは，基本設計段階で採用している設備（区分（ア））であるが， 

電源車（区分（ウ））への燃料（軽油）供給源として区分（ウ）とした。 

 

 
 
※ 前回の報告書誤り再確認結果報告（平成 24 年 2 月 1 日）において，表中の軽油タンク区分，注記※2 中の電

源車及び軽油タンク区分を（エ）に修正を行っているが，今回，電源車（代替海水熱交換器設備用）区分の見

直しに伴い，当初の（ウ）に再修正実施。 

記載の適正化を実施 
(補足表現の追加) 

欄外注釈（※）参照
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：82 (図の左側) 

誤 

 
 
 

正 

 
 
 

 
 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

※消防車は長期にわたり運転可能 

 

図５．５－１ 原子炉運転中の注水機能継続時間評価 

項目 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
①
①＋②
①＋②＋④
①＋②＋③
①＋②＋③＋④

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能
③海水
（消防車を使用）

（ウ）

淡水
継続時間

淡水・海水
継続時間

←７日※

←７日※

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

約５．６日
約１２日

約１９日

約１．９日

約１２日

（ア） 

(イ・ウ) 

記載の適正化を実施 
(補足表現の追加) 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

※消防車は長期にわたり運転可能 

 

図５．５－１ 原子炉運転中の注水機能継続評価 

項目 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク

純水タンク （ア）
ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）
①
①＋②
①＋②＋④
①＋②＋③
①＋②＋③＋④

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

注水機能
③海水
（消防車を使用）

（ウ）

淡水
継続時間

淡水・海水
継続時間

←７日※

←７日※

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

約５．６日
約１２日

約１９日

約１．９日

約１２日
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：85 (ページ上段図の左側) 

誤 

 
 

正 

 
 

 

図５．５－３ 原子炉運転中の注水機能継続時間評価 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

約１．０日 
緊急安全対策前 約１２日 

緊急安全対策後 約１９日 
安全性向上策後 ※消防車は長期にわたり運転可能 

 

機能 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 …

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク
　　ⅰ 純水タンク （ア）
　　ⅱ ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）

注水機能
③海水
（消防車を利用）

（ウ）

継続時間
緊急安全対策前（①＋②.ⅰ）
緊急安全対策後（①～③）
安全性向上策後（①～④）

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

約１２日
約１９日

約１．０日

←７日
※

←７日
※

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日

（ア） 

(イ・ウ) 

記載の適正化を実施 
(補足表現の追加) 

記載の適正化を実施 
(フォント色変更) 

図５．５－３ 原子炉運転中の注水機能継続評価 

区分 

（ア）基本設計段階で採用した設備 

（イ）AM 策 

（ウ）緊急安全対策 

（エ）更なる安全性向上策 

約１．０日 
緊急安全対策前 約１２日 

緊急安全対策後 約１９日 
安全性向上策後 ※消防車は長期にわたり運転可能 

 

機能 種類 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 …

①復水貯蔵槽 （ア）
②淡水タンク
　　ⅰ 純水タンク （ア）
　　ⅱ ろ過水タンク （イ）

④淡水貯水池 （エ）

注水機能
③海水
（消防車を利用）

（ウ）

継続時間
緊急安全対策前（①＋②.ⅰ）
緊急安全対策後（①～③）
安全性向上策後（①～④）

【原子炉＋使用済燃料プール】 起因事象発生からの時間[日]

約１２日
約１９日

約１．０日

←７日
※

←７日
※

←約１．９日

←約３．７日

←約６．９日
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－19 (図の中央) 

誤 

 
 
 

代替海水ポンプ
[津波ＡＭＧ ⑤-2]

ＲＨＲによる除熱
[津波ＡＭＧ ⑤-3]

ＣＵＷによる除熱
[津波ＡＭＧ ⑤-3]

 

正 

 
 
 
 

代替水中ポンプ
[津波ＡＭＧ ⑤-2]

ＲＨＲによる除熱
[津波ＡＭＧ ⑤-3]

ＣＵＷによる除熱
[津波ＡＭＧ ⑤-4]

 

 

12



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－19 (図の左側) 

誤 

 

正 

 

用語の適正化

用語の適正化

用語の適正化 用語の適正化

電源車による
緊急用Ｍ／Ｃ受電
[津波ＡＭＧ 共通④]

緊急用Ｍ／Ｃから
Ｍ／Ｃ １Ｃ受電
[津波ＡＭＧ ②-2]

電源車から
Ｐ／Ｃ １Ｃ－１受電
[津波ＡＭＧ ②-3]

緊急用Ｍ／Ｃから
Ｍ／Ｃ １Ｃ受電
[津波ＡＭＧ ②-1]

電源確保

空冷式ＧＴＧによる
緊急用Ｍ／Ｃ受電
[津波ＡＭＧ 共通③]
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－23 (ページ下段表の左側) 

誤 

 
 

訓練項目（対象箇所） 訓練内容 訓練実施日 

代替海水熱交換器設備による補機

冷却水確保訓練 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １１月２５日 

注水・除

熱機能の

強化 
ほう酸水注入系による原子炉低圧

（代替）注水訓練 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １１月２５日 

電源車から電源盤への受電訓練

（常設ケーブルを使用） 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １０月２８日 

電源確保

の強化 
緊急用メタクラ使用による電源確

保及び受電操作訓練 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １１月１６日 

１１月１７日 

１１月２４日 

１１月２５日 

 

正 

 
 

訓練項目（対象箇所） 訓練内容 訓練実施日 

代替海水熱交換器設備による補機

冷却水確保訓練 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １１月２５日 

注水・除

熱機能の

強化 
ほう酸水注入系による原子炉（代

替）注水訓練 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １１月２５日 

電源車から電源盤への受電訓練

（常設ケーブルを使用） 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １０月２８日 

電源確保

の強化 
緊急用メタクラ使用による電源確

保及び受電操作訓練 

（非常災害対策要員） 

現場実働訓練 １１月１６日 

１１月１７日 

１１月２４日 

１１月２５日 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－26 (表の右側上段) 

誤 

 

正 

   

 
 

 

用語の適正化

用語の適正化 

15



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－38 (表の右下側) 

誤 

 

緊急時における発電所構

内通信手段の確保 
○ 発電所建屋内の通信手段はページング及び保

安電話（以下，「PHS」という），その他のエリアに

ついては，前記のほかに復旧活動，放射線測定等に

必要な移動無線及び衛星電話を配備している。 

・衛星電話：5台（免震重要棟用 2台，放射線測定

車用 1台，防護本部用 1台，副防護本

部用 1台） 

・移動無線：携帯 7台（放射線管理用 1台，各号機

パトロール用 6台） 

車載 10 台（放射線測定車用 3 台，急

患移送車用 1台，各号機パトロール用

6台） 

正 

 

緊急時における発電所構

内通信手段の確保 
○ 発電所建屋内の通信手段はページング及び保

安電話（以下，「PHS」という），その他のエリアに

ついては，前記のほかに復旧活動，放射線測定等に

必要な移動無線及び衛星電話を配備している。 

・衛星電話：5 台（免震重要棟用 2 台，モニタリン

グカー用 1台，防護本部用 1台，副防

護本部用 1台） 

・移動無線：携帯 9台（放射線管理用 3台，各号機

パトロール用 6台） 

車載 8台（モニタリングカー用 1台，

急患移送車用 1台，各号機パトロール

用 6台） 

 

用語の適正化 

用語の適正化 

16



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－55 (表１) 

誤 

 

 

正 

 

 

 

 

17



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－57 (表１) 

誤 

 

正 

 
 
 

 

※前回の報告書誤り再確認結果報告（平成 24 年 2 月 1 日）において，表中に燃料プール補給水系配管，配

管サポート，弁の追加を行っているが，今回，表に記載する機器の見直しに伴い，主蒸気系配管及び復水

貯蔵槽関連配管，配管サポートの欄を追加。 

 

欄外注釈（※）参照 

18



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－78 (表６) 

誤 

 

 

正 

 

 

 

19



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－79 (表８) 

誤 

 

 

正 

 

 

20



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－104 (図３の右側) 

誤 

 

 

正 

 

 

 

21



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－124 (ページ中段) 

誤 

 

 

正 

 

 
 

 

適正化（“動的機能維持を確認する上で評価が必要となる項目を抽出し，対象部位ご

とに詳細評価”を削除。動的機能維持評価以外にも構造強度評価を行っており，動

的機能維持評価に偏った記載となっているため。） 

適正化（“海水熱交換器建屋”→“海水機器建屋”） 

22



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－137 (表中) 

誤 

 

 

正 

 

 

 

適正化 

（“炉心損傷”→“燃料損傷”）

23



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－138 (表中) 

誤 

 

 

正 

 
 

 

適正化（“局部出力領域モニタ検出集合体”

→“局部出力領域モニタ検出器集合体”） 

適正化（“耐震裕度対象外設備” 

→“耐震裕度評価対象外設備”） 
適正化（“炉心損傷”→“燃料損傷”）

24



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－148 (表の下段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

25



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－149 (表の上段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 
 

 

 

26



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－159 (表の下段) 

誤 

 
 

 

正 

 
 

 

 

 

27



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－160 (表の下段) 

誤 

 
 

 

正 

 
 
 

 

 

適正化（“耐震バックチェック報告書に記載が無い評価。本検討では，設計時に採用

済みの評価手法を適用した。”添－57 の修正箇所との記載の統一のため追記） 

28



 

 

【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－162 (表の上段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 

 
 
 
 

 

29



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－163 (表の上段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 

 
 
 
 

 

 

S 詳細 

30



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－164 (表の上段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

適正化（“耐震バックチェック報告書に記載が無い評価。本検討では，設計時に採用

済みの評価手法を適用した。”添－57 の修正箇所との記載の統一のため追記） 

31



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－164 (表の中段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

32



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－166 (表の上段) 

誤 

 
 

 

正 

 
 

 

 

33



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－167 (表の上段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

34



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－173 (表の中段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

35



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－174 (表の上段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

36



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－174 (表の中段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

37



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－177 (表の上段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 
 

 

 

38



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－177 (表の中段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 

 

 

39



 

 

【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－178 (表の上段) 

誤 

 
 

正 

 
 
 

 

40



 
【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：添－190 (図の右側) 

誤 

 

正 

 

 

 

 ２: 高圧炉心スプレイ系 
直流電源機能喪失 

記載の適正化

41



 
【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：添－197 (図の右側) 

誤 

 

正 

 

 

原子炉隔離時冷却系の 

サポート系の機能喪失 

逃がし安全弁（原子炉減圧）の 

サポート系の機能喪失 

42



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－210 (表の下段) 

誤 

 
 
 

 

正 

 
 
 
 

 

※前回の報告書誤り再確認結果報告（平成 24 年 2 月 1 日）において，燃料プール冷却浄化系配管，配管サ

ポートの耐震クラスを“S,B”に修正したが，今回，表に記載する耐震クラスの見直しに伴い，代表的な

耐震クラスである“S”に修正。 

 

適正化（“S,B”→“S” 

代表的な耐震クラスを記載） 

欄外注釈（※）参照 

適正化（“貯蔵”削除） 

43



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－214 (表の上段) 

誤 

 
 

 

正 

 
 
 

 

 

適正化（“設備名”→“設備等”） 

44



 
【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－215（表の中段）  

誤 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－216 (表の上段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 

 
 
 
 

 

 

適正化（“設備名”→“設備等”） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－216 (表の下段) 

誤 

 

正 

 
 
 
 

 

 

適正化（“S,B”→“S” 

代表的な耐震クラスを記載） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－217 (表の上段) 

誤 

 
 
 
 

正 

 
 
 
 
 

 

適正化 

（“設備名”→“設備等”） 

適正化（“耐震バックチェック報告書に記載が無い評価。（添

付 5.1-3 参照）”類似箇所との記載の統一のため追記） 

適正化（“計算値は，水平加速度と鉛直加速度を SRSS

した値。”参照先と記載が重複するため削除） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－217 (表の下段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－219 (表の上段) 

誤 

 
 

ああ 

 

 

正 

 
 
 
 

 

 

適正化（“設備名”→“設備等”） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－224 (表の中段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－227 (表の下段) 

誤 

 
 
 
 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－240 (図の中央) 

誤 

 

正 

 

 

3.78 3.76 1.95 

(－) (－) (－) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－241 (図中) 

誤 

 

正 

 

 

 

配置の適正化

配置の適正化 

※復水貯蔵槽の配置を見直し。 
(図(フォールトツリー)の 
解釈には影響しない。) 

1.95

1.95
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－245 (表の右中央) 

誤 

 
 
 
 
 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－246(図中) 

誤 

 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－249 (表) 

誤 

 

正 

 
 
 

 

 

記載の適正化を実施 
(用語の統一) 

記載の適正化を実施 
(表現の見直し) 

記載の適正化を実施 
(用語の統一) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－252 (表の注釈) 

誤 

 

正 

 

 

適正化（引用文献の記載を詳細にした。） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－287 (ページ中段) 

誤 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－299 (注釈) 

誤 

 
 

正 

 
 
 

 

 
 

記載の適正化を実施 
(不要な語句の削除) 

記載の適正化を実施 

(「。」の追加) 
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【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：添－320 (図の右側) 

誤 

 

正 

 

 

逃がし安全弁（原子炉減圧）の 

サポート系の機能喪失 

 原子炉隔離時冷却系の 

サポート系の機能喪失 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－333 (表下の注釈) 

誤 

 
 

正 

 
 
 

 

 
 

記載の適正化を実施 
(不要な語句の削除) 

記載の適正化を実施 

(「。」の追加) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－356 (図中) 

誤 

 

 

正 

 

 

 

記載の適正化 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－368 (図中) 

誤 

 

 

正 

 

 

記載の適正化を実

施 
記載の適正化を実施※２ 

(区分別に記載) 

記載の適正化を実施※２

(使用設備を明確化)

記載の適正化を実

施

記載の適正化を実施 
(記載の統一) 

記載の適正化を実施

(補足表現の追加) 

※１ 

※１：本文 64 ページの表５．４－１（２）において，残留熱除去系の区分に（ア）を追加(修正)したことに伴い、 
本ページの図中に残留熱除去系の区分（ア）を追加 

※２：補給水系及び残留熱除去系について，本文 64 ページの表５．４－１（２）に従い各区分毎の詳細を追加 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－370 (ページ上段図の右側) 

誤 

 
 
 

正 

 
 
 

 
 

手順①：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用 

手順②：ほう酸水注入系注水ラインを使用

手順①＋③＋④：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①＋④＋⑤：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用 

手順②：ほう酸水注入系注水ラインを使用 

手順①＋③＋④：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①＋④＋⑥：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①＋⑤：残留熱除去系低圧注水モード 

記載の適正化を実施 
(注水方法の記載詳細化) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－389 (ページ上段図の右側) 

誤 

 
 
 

正 

 
 
 

 
 

手順①：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用 

手順②：ほう酸水注入系注水ラインを使用

手順①＋③＋④：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①＋④＋⑤：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用 

手順②：ほう酸水注入系注水ラインを使用 

手順①＋③＋④：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①＋④＋⑥：残留熱除去系(Ａ)低圧注水ラインを使用

手順①＋⑤：残留熱除去系(Ａ)低圧注水モード 

記載の適正化を実施 
(注水方法の記載詳細化) 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－405 (図の左側) 

誤 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－423 (図の左側) 

誤 

 

正 

 

 

 

用語の適正化

記載の適正化
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【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：添－426 (表中央の図) 

誤 

正 

                

 

 

 

適正化 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－426 (表の下段) 

誤 

正 

 

 

 

  

 

記載の適正化 

記載の適正化
用語の適正化 

適正化 
（「。」を削除） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－436 (図の右側) 

誤 

 

正 

 

 適正化 

（「入り」の「り」削除） 

適正化 
（「、」→「，」に修正）

適正化 
（「、」→「，」に修正） 

適正化 
（「、」→「，」に修正）

ポンプの電源を確保・冷却水の確保を行う。
※③電源確保、⑧熱交換器車の手順による

R/B現場にて、注入する為のラインを構成する

ＣＲＤポンプを電源盤（P/C1C-1）現場にて遮
断器を手動で“入”にて、ポンプ起動する

遮断器を現場で直接“入り”操作するため、
起動条件等インターロックは考慮の必要なし
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－440 (図の左側) 
 
 
 
 
 
 
 
 
誤 

 

正 

 

 

広
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適正化 

（０の位置を修正） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－441 (図の左側) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
誤 

 

正 

 

 

広
帯
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水
位
計
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スカート下端

L1 -3785

燃
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水
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適正化 

（０の位置を修正） 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：添－477 (図の左上) 

誤 

 

正 

 

 

津波襲来後７２時間以内
（時間については今後見直し予定）

作業完了目標時間

津波襲来後７２時間以内
（時間については今後見直し予定）

作業完了目標時間

原子炉注水：津波襲来後３６時間以内
ＳＦＰ注水：津波襲来後７２時間以内

（時間については今後見直し予定）

作業完了目標時間
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【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：添－528 (図の左側) 

誤 

 

正 

１  

 

記載の適正化に伴う削除 
（”MP-1,2,3 用発電機”の
記載重複のため） 

用語の適正化 
（「Ａ系」の削除）
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【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：添－530 (表の中央下) 

誤 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
正 

 
 

 

用語の適正化 用語の適正化 

記載の適正化 

記載の適正化 

記載の適正化 

記載の適正化 
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【柏崎刈羽原子力発電所１号機】 

 該当ページ：参考資料 1 1(下段) 

誤 

 

正 
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【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：参考資料 1 5 (ページ下段表の左上) 

誤 

 

正 

 

 

O.P. 

運用 
補助 
共用 
施設 

記載の適正化を実施 
(O.P→O.P.) 

記載の適正化を実施
(建屋→施設)

● 
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【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：参考資料 1 6 (ページ上段表の左上) 

誤 

 

正 

 

 

● 

● 

記載の適正化を実施
(O.P→O.P.) 

O.P. 

79



 
【柏崎刈羽原子力発電所 1 号機】 

 該当ページ：参考資料 1 21 (図の右下) 

誤 

 

正 

 

※ 本紙の訂正箇所は赤枠部の下地の色(青色→赤色)。下地の色に応じ，津波浸水高における機能維持

又は機能喪失を示している。(報告書該当ページの凡例に記載。) 

記載の適正化を実施 
(語句の追記) 
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